



























































































































































2005年１年生 ２年生 ３年生 ４年生
項目 654名 ％ 項目 597名 ％ 項目 586名 ％ 項目 705名 ％
22 215 33 18 181 30 18 165 28 18 216 31
18 209 32 22 168 28 27 126 22 36 118 17
15 193 30 12 168 28 22 125 21 22 118 17
68 183 28 15 157 26 15 121 21 12 116 16
38 182 28 27 137 23 12 114 19 9 109 15
48 167 26 28 137 23 28 104 18 27 102 14
28 162 25 13 127 21 38  97 17 14 100 14
36 161 25 38 123 21 36  96 16 15  97 14
13 158 24 14 120 20 23  95 16  5  93 13
27 152 23 23 120 20 13  90 15 13  89 13
2006年1年生 ２年生 ３年生 ４年生
項目 633名 ％ 項目 595名 ％ 項目 574名 ％ 項目 720名 ％
18 219 35 18 196 33 18 171 30 18 198 28
22 212 33 22 156 26 27 113 20 36 119 17
38 194 31 15 152 26 12 109 19 9 116 16
15 182 29 27 148 25 22 107 19 12 112 16
68 173 27 12 143 24 15 106 18 35 112 16
13 170 27 38 133 22 14  97 17 27 109 15
36 168 27 48 114 19 36  97 17 22 106 15
48 162 26 36 112 19 28  96 17 20 105 15
30 143 23 23 112 19 48  92 16  5 104 14
39 138 22 28 111 19 23  87 15 14  92 13
2007年１年生 ２年生 ３年生 ４年生
項目 621名 ％ 項目 570名 ％ 項目 538名 ％ 項目 688名 ％
18 222 36 18 173 30 18 166 31 18 180 26
15 200 32 15 157 28 15 100 19  5 116 17
22 199 32 22 143 25 22  98 18 36 109 16
68 159 26 27 135 24 12  96 18  9 106 15
36 154 25 12 135 24 27  96 18 12 106 15
38 153 25 14 121 21 14  81 15 14 96 14
13 150 24 28 113 20 23  77 14 22 93 14
14 144 23 38 105 18 36  72 13 20 87 13
48 143 23 36 102 18 28  72 13 35 87 13
27 143 23 23 102 18 38  68 13 27 85 12
2008年１年生 ２年生 ３年生
項目 649名 ％ 項目 516名 ％ 項目 581名 ％
22 204 31 18 156 30 18 162 28
15 198 31 15 140 27 15 115 20
18 197 30 12 138 27 12 113 19
36 182 28 14 120 23 22 106 18
68 177 27 22 119 23 14 101 17
38 172 27 23 110 21 36 101 17
48 167 26 27 109 21 38  97 17
30 159 24 38 107 21  9  97 17
14 154 24 36 101 20 27  94 16
13 152 23 13  96 19 23  92 16
2009年１年生 ２年生 2010年１年生
項目 631名 ％ 項目 572名 ％ 項目 618名 ％
18 208 33 18 175 31 18 206 33
22 196 31 15 140 24 22 185 30
15 196 31 12 136 24 15 177 29
38 162 26 22 122 21 12 149 24
36 153 24 38 106 19 38 148 24
68 151 24 28 100 17 48 143 23
12 147 23 23  96 17 36 139 22
30 142 23 27  93 16 68 132 21
13 142 23  5  89 16 28 128 21

































































































年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
2005 32 30 28 31 30 26 21 14 33 28 21 17
2006 35 33 30 28 29 26 18 12 33 26 19 15
2007 36 30 31 26 32 24 19 12 32 24 18 14
2008 30 30 28 31 27 20 31 23 18
2009 33 31 31 24 31 21













































































年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
2005 22 11 8 10 21 11 10 13 41 15 11 8
2006 15 12 8 16 18 11 10 14 27 15 10 7
2007 15 12 9 13 14 12 12 17 26 15 8 6
2008 18 15 13 17 14 13 27 18 11
2009 19 12 16 16 24 11





































































































年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
2005 11 8 8 12 3 2 2 3
2006 14 11 9 15 5 3 3 4
2007 11 9 7 13 2 2 1 5
2008 13 12 10 3 4 3


















































項目 出現回数 項目 出現回数
18 18 28 9
22 18 48 8
15 16 68 6
36 16 5 4
12 14 9 4
27 14 30 3
38 14 20 2
14 12 35 2
13 9 3 1




年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
2005 22 28 19 16 23 23 22 14
2006 21 24 19 16 21 25 20 15
2007 22 24 18 15 23 24 18 12
2008 21 27 19 22 21 16
2009 23 24 16 16
2010 24 15
項目36）なんとなく不安である 項目38）ものごとに自信がもてない
年度 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
2005 25 20 16 17 28 21 17 11
2006 27 19 17 17 31 22 15 10
2007 25 18 13 16 25 18 13 9
2008 28 20 17 27 21 17














































































項目36） 項目12） 項目27） 項目38）
17
愛知県立大学における精神保健の現状と課題（8）
いことではない、と考えられるのではなかろうか。
1．2．3．より
　2005年から2010年までの６年間における UPIのデー
タ分析を行なった。その結果、この間は、1995年から
1998年までの４年間における学生の精神保健上の基調
及び特徴よりも、1999年から2004年までの６年間にお
ける学生の精神保健上の特徴を色濃く反映していること
が明らかとなった。
　すなわち、1995年から2004年までの10年にわたって、
「首筋や肩がこり、気疲れする。しかも、気分に波があ
りすぎる」は本学学生の精神保健上の特徴であるともい
えるが、本論文の結果は、この特徴が2005年から2010
年までの６年間にも継続されていることを示した。
　その内、18）首筋や肩がこる、は「年度や学年にかか
わらず高い出現頻度を維持する」ことが確認できた。
　それに対し15）気疲れする、22）気分に波がありすぎ
る、は「学年が進むに伴って出現頻度は減少する」こと
も確かめられた。この傾向は、1995年から1998年まで
の４年間における学生の精神保健上の基調を示唆する３
項目35）５）68）の内、項目68）でも明らかとなった。
　また、68）以外の（1995年から1998年までの４年間に
おける学生の精神保健上の基調を示唆する）項目35）
５）、及び特徴を示唆する２項目20）50）の中の20）、の
計３項目は、「１年生から３年生までは減少するが、４
年生で上昇に転じる」ことが窺えた。
　項目15）22）68）は、回答者にとって否定的な内容であ
り、項目35）５）20）は肯定的な内容である。それが上記
のようにそれぞれ同様の傾向を示した。そこに関与する
要因はまだ不明だが、興味深いデータと言えよう。
　その他、UPI上位３位以上に出現した36）12）27）38）
の４項目の検討も行い、学年が進むと伴に値が減じる傾
向が窺えた。これらの４項目も回答者にとっては否定的
な内容であり、15）22）68）の３項目も含めた合計７項目
は、回答者にとって否定的な内容である、それらが、学
年が進むと伴に減少することが確かめられた。
付記 :本研究を進めるにあたって、本学保健師の佐伯加寿子専門員、
松井惠子専門員、小川百合子専門員、林里枝専門員、そして下岸
誠子専門員には資料の閲覧、助言などについて大変お世話になり
ました。記して深謝致します。
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